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 【活動の基本情報】 

 参加学生数：12名 

         1 年生：4名、2年生：8名） 

 活動期間：2022 年 7月～ 

 担当教員：木川剛志、八島雄士、金岡純代 

 

1．活動実施の経緯 

 JR 西日本と JR四国、瀬戸内地域の自治体と大学が協力して行う産官学連携事業「 瀬戸

内カレッジ」に参加した。各地域の課題を踏まえて、若者視点を活用した地域活性化、旅

行需要の喚起、学生の成長機会の創出を目指すプロジェクトである。和歌山大学が担当し

た自治体は広島県広島市と香川県さぬき市だった。この企画はこれまでも継続的に和歌山

大学観光学部として参加してきたものである。 

 

2．活動の内容 

参加学生は、瀬戸内地域の自治体からプレゼンを受け、その中から希望を提出すること

になり、他の大学と重なった場合は抽選となる。今年は抽選には外れたため事前の希望と

はならなかったが、参加することで、それぞれの地域の魅力を感じることができた。 

和歌山大学は香川県さぬき市と広島県広島市の二班に分かれた。それぞれの自治体と交

流し、事前学習を始め、その成果を 2022 年 7 月 16 日に他大学との合同で開催されたキ

ックオフミーティングで発表した。その後、さぬき班は 9 月 16 日～18 日と 9 月 26 日～

28 日、広島班は 9月 21 日～23 日、9月 27 日～29 日と前後半日程に分けて現地実習を行

った。その成果は、10 月 23 日に中間報告会がオンラインで実施され、12 月 21 日には大

阪グランビアホテルにて成果報告会が行われた。 

 

3．活動を通じて 

 和歌山大学観光学部の二つのチームは受賞することはできなかったが、それぞれの自治

体と一緒にコンテストに参加することで、地域の課題、それに対する解決に向けての提案

の経験を得ることができた。 瀬戸内カレッジは毎年多くの学生から参加の要望のあるプ

ロジェクトである。それは観光学部が地域再生を学ぶことを一つのミッションとしている

ことから、学生たちがやりたいこと、を実現できるものだからである。この学びを通じて、

さらなる企画力、プレゼン能力を高めていきたい。 
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4．成果ポスター 



合同報告会 当日の様子 

 

広島県広島市および香川県さぬき市 

テーマ：瀬戸内カレッジ 2022 

 今年度の瀬戸内カレッジへの参加は、広島市班とさぬ

き市班の 2 チームであった。今年度の LPP 参加募集で

メンバーが確定して以降、それぞれの班で活動を続けて

きた。瀬戸内カレッジの大きな特徴として、和歌山大学

観光学部の LPP プロジェクトである前に、他大学と共

同で行うコンペ形式のプロジェクトであることが挙げ

られる。そのため、12 月に行われた瀬戸内カレッジの最

終報告会では、広島市班とさぬき市班は別のチームとして、各々の発表を行った。 

 しかし、2 月に行われた和歌山大学での LPP の合同成果報告会では瀬戸内カレッジと

して一括りにされ、実質 2 班の活動報告でありながら、与えられた時間は他の LPP と同

じ 5 分であり、内容を充実させることよりもまず制限時間に納めることを最優先にしな

ければならなかった。結果として、なんとか間に合わせることはできたが、自分たちの活

動内容を十分に伝えることができたとは言い難い。加えて、時間に間に合わせるために説

明が常に 1.5 倍速のようになってしまい、それでいて残り 5秒ほどだったので、時間の余

裕は全くと言っていいほどなく、本当に伝えたかったところが伝わったのかも怪しいとこ

ろである。ただ発表形式は良かったため、最後の 1班だけの発表を瀬戸内カレッジに割り

振ってみても面白いと感じた。 


